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的
結
合
・
連
携
を
は
か
ろ
う
と
す
る
専
門
学
部
の
方
か
ら
の
要
請
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
教
養
課
程
に
お
け
る
教
育
形
態
の
改
善
の
努
力
が
あ
っ
た
。
教
養
課
程
に
お
い
て
の
少
人
数
の
演
習
・
一
般
教
育
演
習
は
一

九
八
五
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
初
年
度
は
、
前
・
後
期
合
わ
せ
て
一
七
の
開
設
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
数
を
増
し
て
行

く
こ
と
に
な
る
（
現
在
は
、
論
文
指
導
の
演
習
も
含
め
て
年
間
一
四
〇
以
上
が
開
設
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
「
総
合
科
目
」
と
い
う
講
義
は
、
多
様
な
学
問
分
野
か
ら
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
開
講
形
態
（
六
八
年
か

ら
始
ま
り
、
七
四
年
以
降
盛
ん
に
な
っ
た
）
で
あ
り
、
学
際
的
な
方
法
の
魅
力
を
伝
え
る
意
図
を
含
ん
で
い
た
。
両
方
の
形
態
は
と
も

に
、
従
来
の
一
方
通
行
的
な
一
人
の
教
授
者
中
心
の
授
業
形
態
か
ら
、
学
生
参
加
の
双
交
通
型
授
業
へ
の
方
向
や
、
特
定
の
問
題
へ
の

複
眼
的
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
受
講
学
生
か
ら
は
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
九
〇
年
代
の
さ
ら
な
る
改
善（
例

え
ば
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
採
用
、
教
官
の
Ｆ
Ｄ
活
動
、
教
育
評
価
）
に
通
じ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
章

大
学
の
組
織
・
運
営
・
環
境
の
改
編

第
一
節

大
学
の
管
理
・
運
営

一

大
学
紛
争
後
の
大
学
運
営

堀
内
壽
郎
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
候
補
者
選
挙
が
一
九
七
一
年
三
月
に
新
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
理
学
部
教
授
（
理
学

部
長
）
丹
羽
貴
知
蔵
が
当
選
し
、
五
月
一
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。
丹
羽
学
長
は
三
三
年
三
月
北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部
化
学
科
を
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卒
業
後
、
理
学
部
助
手
・
講
師
嘱
託
を
経
て
東
北
帝
国
大
学
金
属
材
料
研
究
所
の
助
手
に
就
任
し
、
戦
争
末
期
か
ら
武
田
化
学
製
薬
株

式
会
社
の
参
事
無
機
部
長
を
務
め
、
四
八
年
四
月
北
海
道
大
学
理
学
部
教
授
と
な
り
、
六
三
年
以
降
は
評
議
員
・
学
部
長
を
歴
任
し
た
。

専
攻
は
金
属
化
学
で
、
特
に
製
鋼
法
の
物
理
化
学
的
研
究
で
著
名
で
あ
っ
た
。
丹
羽
学
長
は
学
内
に
残
る
大
学
紛
争
の
し
こ
り
を
払
拭

し
つ
つ
、
大
学
の
質
的
改
革
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
の
大
学
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
七
三
年
の
年
頭
挨
拶
に
お
い
て
、「
一
般
教
育
の
充
実
」「
大
学
院
の
確
立
」「
環
境
の
整
備
充
実
」
の
三
つ
の
基
本
方
針
が
丹

羽
学
長
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
（『
北
大
時
報
』
第
二
二
六
号
）。
一
般
教
育
の
充
実
は
教
養
部
改
革
と
し
て
、
大
学
院
の
確
立
は
学
長
自

ら
が
常
々
強
調
し
て
い
た
環
境
問
題
な
ど
を
学
際
的
に
研
究
す
る
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
と
し
て
、
構
内
の
環
境
整
備
は
道
路
計

画
・
緑
地
帯
形
成
・
交
通
管
理
・
文
化
財
保
存
と
し
て
、
丹
羽
学
長
の
も
と
で
一
定
の
方
向
性
な
い
し
成
果
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
七

六
年
の
創
基
一
〇
〇
周
年
に
向
け
た
記
念
事
業
計
画
も
検
討
さ
れ
た
。

丹
羽
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
候
補
者
選
挙
が
一
九
七
五
年
三
月
に
行
わ
れ
、
法
学
部
教
授
今
村
成
和
が
当
選
し
、
五
月
一
日

付
で
学
長
に
就
任
し
た
。
今
村
学
長
は
三
七
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
後
、
三
菱
商
事
株
式
会
社
・
公
正
取
引
委
員

会
事
務
局
を
経
て
、
五
〇
年
に
は
北
海
道
大
学
法
文
学
部
講
師
、
後
に
法
経
学
部
・
法
学
部
教
授
と
な
っ
た
。
五
五
年
以
降
は
評
議
員
・

法
学
部
長
・
附
属
図
書
館
長
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
日
本
学
術
会
議
会
員
で
も
あ
っ
た
。
専
攻
は
行
政
法
学
で
、
独
占
禁
止
法
研
究
の
最

高
権
威
で
あ
っ
た
。

今
村
学
長
就
任
の
翌
年
は
、
一
八
七
六
年
の
札
幌
農
学
校
開
校
以
来
、
創
基
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
大
学
運
営
面
で
は
教
養
部
改
革
と
学
寮
問
題
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

二

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

一
九
七
六
年
の
創
基
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
、
七
三
年
か
ら
丹
羽
学
長
の
も
と
で
記
念
事
業
の
計
画
が
検
討
さ
れ
た
。
七
四
年
十
二
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月
に
は
、
教
職
員
・
同
窓
生
・
財
界
・
諸
企
業
の
拠
出
に
よ
る
事
業
基
金
で
、
記
念
式
典
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、『
北
大
百
年
史
』

等
出
版
、「
百
周
年
記
念
会
館
」
建
設
な
ど
を
実
施
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
七
五
年
五
月
に
今
村
学
長
が
就
任
す
る
と
、「
創
基
百

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
十
月
に
は
「
北
海
道
大
学
創
基
百
周
年
記
念
事
業
後
援
会
」（
犬
飼
哲
夫
会
長
）
が
発

足
し
、
募
金
活
動
に
当
た
っ
た
。

「
創
基
百
周
年
記
念
式
典
」
は
一
九
七
六
年
九
月
十
五
日
に
北
海
道
厚
生
年
金
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
令

孫
夫
人
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
長
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
総
長
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ
ー
ス
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
、

文
部
事
務
次
官
（
文
部
大
臣
代
理
）、
北
海
道
知
事
、
札
幌
市
長
な
ど
の
来
賓
の
ほ
か
二
二
〇
〇
名
を
超
え
る
招
待
者
が
出
席
し
た
。

式
典
終
了
後
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
一
〇
〇
〇
名
を
招
待
し
て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

式
典
の
前
後
に
は
種
々
の
記
念
行
事
が
開
か
れ
た
。
九
月
十
四
日
、
国
際
学
術
講
演
会
を
ク
ラ
ー
ク
会
館
に
お
い
て
開
催
し
、
木
原

均
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）「
生
命
科
学
の
現
代
的
使
命
」、
コ
ン
ラ
ー
ド
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
）「
生
細
胞
に
お
け

る
化
学
的
プ
ロ
セ
ス
」、
田
中
美
知
太
郎
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）「
歴
史
主
義
に
つ
い
て
」、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ベ
ン
ツ
（
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
大
学
）「
西
欧
技
術
の
基
督
教
的
根
底
」
の
四
講
演
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
九
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
構
内
三
会
場
に
お
い
て

研
究
・
資
料
公
開
が
行
わ
れ
た
。
ク
ラ
ー
ク
会
館
（
第
一
会
場
）
で
は
「
北
大
百
年
資
料
」
展
と
「
エ
ル
ム
の
自
然
」
展
、
工
学
部
で

は
「
北
大
工
学
部
の
歩
み
」
展
、
応
用
電
気
研
究
所
で
は
「
電
子
の
働
き
を
追
っ
て
」
展
、
薬
学
部
薬
草
園
で
は
「
北
海
道
の
生
薬
」

展
（
以
上
、
第
二
会
場
）、
低
温
科
学
研
究
所
で
は
「
低
温
の
世
界
」
展
、
第
二
農
場
で
は
「
モ
デ
ル
・
バ
ー
ン
と
農
機
具
」
展
（
以

上
、
第
三
会
場
）
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
記
念
映
画
会
、
記
念
演
奏
会
、
記
念
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
た
（『
北
大
時
報
』
第
二

七
一
号
）。

出
版
関
係
で
は
『
写
真
集
北
大
百
年
』
が
九
月
に
完
成
し
、
式
典
参
加
者
・
寄
付
金
拠
出
者
に
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
月
に
発
足

し
た
「
北
海
道
大
学
百
年
史
編
集
室
」
で
は
『
北
大
百
年
史
』
を
編
纂
し
、
一
九
八
二
年
七
月
ま
で
に
「
通
説
」、「
部
局
史
」、「
札
幌
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農
学
校
史
料
」（
一
）
お
よ
び
「
札
幌
農
学
校
史
料
」（
二
）
の
全
四
冊
を
刊
行
し
た
。
記
念
会
館
の
建
設
は
七
七
年
五
月
に
着
工
し
、

十
二
月
二
十
七
日
に
記
念
事
業
後
援
会
か
ら
北
海
道
大
学
に
寄
付
さ
れ
、「
百
年
記
念
会
館
」
と
命
名
さ
れ
た
。

三

一
〇
〇
周
年
後
の
大
学
運
営

今
村
学
長
は
一
九
七
九
年
か
ら
任
期
二
期
目
に
入
っ
た
。
今
村
学
長
在
任
中
の
課
題
は
、
学
長
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、

大
学
紛
争
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
全
学
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
教
養
部
改
革
問
題
と
、
学
生
の
管
理
と
厚
生
に
関
わ
る
学
寮
問
題

で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
検
討
・
実
施
に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
で
あ
り
、
多
く
の
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
教
養
部
改
革
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
学
生
の
編
成
、
教
員
の
帰
属
な
ど
に
つ
い
て
、
八
〇
年
前
後
か
ら
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
学
寮
問
題

に
つ
い
て
は
、
新
学
寮
開
設
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
部
局
史
「
事
務
局
」
を
参
照
）。
ま
た
、
百
年
記
念
会
館
の
ほ
か

中
央
食
堂
や
大
滝
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
、
教
育
・
研
究
活
動
を
支
え
る
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

今
村
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
候
補
選
挙
が
一
九
八
一
年
三
月
に
行
わ
れ
、
工
学
部
教
授
（
工
学
部
長
）
有
江
幹
男
が
当
選
し
、

五
月
一
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。
有
江
学
長
は
四
五
年
北
海
道
帝
国
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業
後
、
工
学
部
講
師
・
助
教
授
を

経
て
教
授
と
な
り
、
六
七
年
以
降
は
評
議
員
・
学
生
部
長
・
工
学
部
長
を
歴
任
し
た
。
専
攻
は
流
体
工
学
。
有
江
学
長
は
八
五
年
五
月

に
再
任
さ
れ
た
。

前
任
の
今
村
学
長
が
課
題
と
し
て
い
た
教
養
部
改
革
と
学
寮
問
題
が
、
本
格
的
に
実
施
に
移
さ
れ
た
の
は
有
江
学
長
の
任
期
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
学
寮
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
八
三
年
に
は
既
存
七
寮
の
閉
寮
と
新
男
子
寮
の
開
寮
を
行
い
、
八
四
年
に
は
新

女
子
寮
を
開
寮
さ
せ
た
。

ま
た
、
一
〇
〇
周
年
を
契
機
に
国
際
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
状
況
の
中
で
、
有
江
学
長
は
国
際
交
流
促
進
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
一
九
八
二
年
に
は
国
際
交
流
委
員
会
に
対
し
て
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
諮
問
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し
、
答
申
を
得
た
。
有
江
学
長
は
諮
問
の
「
理
由
」
の
な
か
で
、
①
「
教
官
の
海
外
派
遣
の
促
進
及
び
外
国
人
研
究
者
の
受
入
れ
拡
大
」、

②
「
大
学
と
し
て
自
主
的
か
つ
組
織
的
な
対
応
を
行
う
こ
と
」、
③
「
北
海
道
地
域
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
国
際
交
流
の
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
行
く
こ
と
」
の
三
点
を
掲
げ
て
い
る
（『
北
大
時
報
』
号
外
、
一
九
八
二
年
八
月
）。
こ
の
成
果
は
、
学
術
交
流
会
館

の
建
設
（
八
五
年
）、
四
億
八
六
四
七
万
三
〇
五
四
円
の
寄
付
を
基
に
し
た
国
際
交
流
事
業
基
金
の
設
置
（
八
六
年
）
な
ど
と
し
て
具

体
化
し
た
。

一
九
八
七
年
三
月
、
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
候
補
選
挙
が
行
わ
れ
、
名
誉
教
授
伴
義
雄
が
当
選
し
、
五
月
一
日
付
で
学
長
に
就
任
し

た
。
伴
学
長
は
四
五
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
薬
学
科
卒
業
後
、
東
京
大
学
助
手
な
ど
の
後
、
五
六
年
北
海
道
大
学
医
学
部
助
教
授
と

な
り
す
ぐ
に
教
授
に
昇
任
、
六
五
年
の
薬
学
部
開
設
に
伴
っ
て
同
教
授
に
移
り
、
評
議
員
・
薬
学
部
長
を
歴
任
し
て
、
八
五
年
に
退
官

し
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
学
長
就
任
前
は
東
邦
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
教
授
を
務
め
て
い
た
。
専
攻
は
有
機
化
学
で
、
八
四
年
に
は

「
イ
ン
ド
ー
ル
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
合
成
研
究
」
で
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。
伴
学
長
は
就
任
に
当
た
っ
て
、
実
力
あ
る
学
生
の
育

成
、
基
礎
研
究
を
中
心
と
し
た
諸
科
学
の
展
開
、
大
学
の
組
織
・
運
営
に
お
け
る
自
主
・
自
律
体
制
の
維
持
を
掲
げ
た
。

第
二
節

教
育
・
研
究
組
織
の
充
実

一

環
境
科
学
研
究
科
の
設
置

丹
羽
学
長
は
一
九
七
一
年
の
就
任
以
来
、
環
境
科
学
に
関
す
る
新
し
い
研
究
組
織
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
七
二
年
末
か
ら
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
っ
た
。
丹
羽
学
長
は
七
三
年
一
月
の
定
例
部
局
長
連
絡
会
議
に
お
い
て
「
環
境
科
学
研
究
科
（
仮
称
）
設
立
趣

意
書
（
案
）」
を
提
示
し
て
、
大
学
院
の
独
立
研
究
科
と
し
て
の
環
境
科
学
研
究
科
構
想
を
説
明
し
た
。
二
月
十
四
日
、「
環
境
科
学
研

究
科
（
仮
称
）
検
討
委
員
会
」
設
置
が
決
ま
り
、
同
委
員
会
は
五
月
の
部
局
長
連
絡
会
議
で
「
環
境
科
学
研
究
科
（
仮
称
）
構
成
に
つ
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い
て
」、「
環
境
科
学
研
究
科
（
仮
称
）
構
成
（
案
）」
を
報
告
し
た
。
六
月
十
三
日
の
評
議
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
前
述
の
「
設

立
趣
意
書
」、「
構
成
に
つ
い
て
」、「
構
成
（
案
）」
を
七
四
年
度
概
算
要
求
に
あ
た
り
別
冊
と
し
て
提
出
し
、
七
五
年
度
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
丹
羽
学
長
は
六
月
二
十
八
日
付
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
全
学
教
職
員
、
学
生
の
皆
さ
ん
へ
」
を
全
学
に
配
付
し
、

環
境
科
学
研
究
科
構
想
と
こ
れ
ま
で
の
審
議
過
程
を
報
告
し
た
。

「
設
立
趣
意
書
」
に
よ
る
と
、「
新
た
な
環
境
科
学
的
な
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
学
際
的
な
研
究
教
育
活
動
を
可
能
に
す
る
よ
う
な

機
関
」
と
し
て
、「
ど
の
学
部
に
も
所
属
し
な
い
新
し
い
方
式
の
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
」
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
北
海
道

は
ま
だ
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
広
い
処
女
地
で
あ
り
、
わ
が
国
と
し
て
今
後
に
期
待
さ
れ
る
開
発
と
環
境
科
学
研
究
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

の
余
地
を
充
分
に
残
し
て
い
る
の
で
、
自
然
と
社
会
に
関
す
る
一
貫
し
た
現
地
演
習
な
ら
び
に
実
験
を
含
む
教
育
・
研
究
に
は
好
適
な

地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、「
北
海
道
大
学
が
全
国
に
先
駆
け
て
こ
の
研
究
科
の
開
設
に
責
任
を
負
う
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
（『
北
大
時
報
』
第
二
三
二
号
）。

一
九
七
三
年
十
月
の
評
議
会
に
お
い
て
「
環
境
科
学
研
究
科
（
仮
称
）
設
立
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
概
算
要
求
の
具
体
案
を

検
討
し
、
当
初
計
画
の
二
三
講
座
を
四
専
攻
一
二
基
幹
講
座
一
二
協
力
講
座
に
縮
小
し
て
予
算
要
求
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
七
四
年
九

月
の
評
議
会
で
は
「
環
境
科
学
研
究
科
設
立
準
備
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

一
九
七
五
年
四
月
に
環
境
計
画
学
専
攻
を
工
学
研
究
科
に
、
七
六
年
四
月
に
環
境
構
造
学
専
攻
を
理
学
研
究
科
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、

七
六
年
四
月
に
社
会
環
境
学
専
攻
と
環
境
保
全
学
専
攻
が
認
め
ら
れ
る
と
、
四
専
攻
を
合
わ
せ
て
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
（
関
清
秀

研
究
科
長
）
が
発
足
し
た
。

二

医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
開
設

北
海
道
大
学
医
学
部
に
は
附
属
学
校
と
し
て
、
前
身
組
織
を
戦
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
の
で
き
る
看
護
学
校
（
一
九
五
一
年
）
と
助
産

140140140140140通史 第二編 北海道大学の拡充 140



婦
学
校
（
五
二
年
）、
戦
後
新
設
さ
れ
た
診
療
放
射
線
技
師
学
校
（
五
六
年
）、
臨
床
検
査
技
師
学
校
（
六
六
年
）
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
は
医
学
部
教
授
が
校
長
を
兼
任
し
、
講
師
数
名
が
生
徒
の
教
育
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
医
療
技
術
者
を
養
成
し
て
き
た
。
し

か
し
、
医
学
の
急
速
な
進
歩
に
よ
る
診
療
内
容
の
高
度
化
、
複
雑
化
の
た
め
、
医
療
技
術
面
に
お
い
て
も
資
質
の
高
い
技
術
者
の
養
成
、

確
保
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
た
。
文
部
省
は
六
七
年
か
ら
医
学
部
附
属
学
校
の
昇
格
を
進
め
て
い
た
が
、
北
海
道
大
学
で
の
取
り
組
み

は
遅
れ
て
い
た
。

一
九
七
九
年
四
月
、
今
村
学
長
の
裁
定
に
よ
り
「
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
準
備
室
」
が
置
か
れ
、
八
〇
年
四
月
に

は
文
部
大
臣
裁
定
に
よ
り
「
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
創
設
準
備
室
」
が
開
設
さ
れ
た
（
室
長
は
い
ず
れ
も
医
学
部
教
授
村

尾
誠
）。

一
九
八
〇
年
十
月
、
三
年
制
の
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
北
海
道
大
学
に
併
設
さ
れ
、
看
護
学
科
が
置
か
れ
た
。
そ
の

後
、
順
次
、
理
学
療
法
学
科
（
八
一
年
）、
作
業
療
法
学
科
（
八
一
年
）、
衛
生
技
術
学
科
（
八
二
年
）、
診
療
放
射
線
技
術
学
科
（
八

四
年
）、
一
年
制
の
専
攻
科
助
産
婦
特
別
専
攻
（
八
五
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
た
。

各
学
科
に
は
専
任
の
教
授
・
助
教
授
・
講
師
・
助
手
が
配
置
さ
れ
、
一
般
教
育
の
た
め
の
専
任
教
官
も
置
か
れ
た
。
学
長
は
北
海
道

大
学
長
が
兼
任
し
、
学
長
を
補
佐
し
て
校
務
を
整
理
す
る
主
事
（
八
九
年
か
ら
部
長
）
が
置
か
れ
た
。

一
九
八
八
年
か
ら
は
四
年
制
大
学
化
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

三

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
の
設
置

国
立
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
は
、
学
部
や
研
究
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
六
年
以
降
、
そ
の
補
完
的
、
支
援
的

な
組
織
と
し
て
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
は
、
学
部
や
研
究
所
に
お
け
る
教
育
・
研
究
に

お
い
て
共
通
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
有
し
、
学
内
の
研
究
者
に
共
同
利
用
さ
れ
る
。
北
海
道
大
学
で
は
七
八
年
四
月
に
法
学
部
附
属
施
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設
か
ら
改
組
さ
れ
た
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
と
、
新
設
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
が
最
初
の
施
設
で
あ
る
。

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
使
用
す
る
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
最
新
の
機
器
を
整
備
し
て
放
射
線
管
理

に
万
全
を
期
し
た
安
全
な
教
育
・
研
究
環
境
を
提
供
す
る
共
に
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
安
全
管
理
や
教
育
訓
練
の
役
割
も
担
う
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
た
。

一
九
七
九
年
四
月
に
は
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
生
命
科
学
分
野
の
研
究
に
お
い
て
物
質
的
解
析
の
側

面
で
必
須
な
役
割
を
果
た
す
大
型
化
学
分
析
機
器
類
を
集
中
的
に
管
理
し
、
全
学
の
教
育
・
研
究
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
た
。

一
九
八
〇
年
八
月
に
、
理
学
部
の
植
物
温
室
、
実
験
用
動
物
実
験
室
、
蜜
蜂
研
究
室
、
動
物
飼
育
室
が
統
合
さ
れ
、
学
内
共
同
利
用

施
設
と
し
て
実
験
生
物
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
八
一
年
四
月
に
は
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
な
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
実
験
・

観
察
用
の
動
植
物
を
飼
育
し
て
供
給
す
る
と
と
も
に
、
実
験
解
析
に
場
所
と
資
料
も
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
た
。

一
九
八
五
年
四
月
に
は
、
遺
伝
子
実
験
に
関
す
る
教
育
・
研
究
の
充
実
と
発
展
を
図
る
た
め
に
、
遺
伝
子
実
験
施
設
が
設
置
さ
れ
た

（
以
上
、『
北
海
道
大
学
一
覧
』）。

第
三
節

学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

一

「
北
海
道
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
」
の
発
足

北
海
道
大
学
の
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
六
二
年
八
月
に
発
足
し
た「
北
海
道
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
」に
始
ま
る
。
同
セ
ン
タ
ー

は
道
内
国
立
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
の
共
同
利
用
施
設
と
し
て
開
所
し
、
日
立H

IPA
C１０３

,

日
本
電
気N

E
A

C２２０３

―G

と
い
う

当
時
の
最
新
鋭
機
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
容
量
は
ど
ち
ら
も１０

K

ワ
ー
ド
、
バ
イ
ト
換
算
で
高
々６０

K

バ

イ
ト
で
あ
り
、
今
日
考
え
る
と
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も
プ
ロ
グ
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ラ
ミ
ン
グ
用
の
高
級
言
語
も
無
い
状
況
だ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
内
で
共
同
利
用
で
き
る
唯
一
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
り
、
こ

れ
を
用
い
て
多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
北
海
道
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
後
に
全
国
共
同
利
用
施
設
と
し
て
発
足
す
る
「
大

型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
」
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
計
算
設
備
は
そ
の
後
も
中
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
と
し
て
研
究
用
に
解
放
さ

れ
て
い
た
。

二

全
国
共
同
利
用
施
設
「
北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
」
の
発
足

一
九
六
八
年
に
日
本
学
術
会
議
か
ら
「
学
術
研
究
用
大
型
高
速
計
算
機
の
設
置
と
共
同
利
用
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た

勧
告
が
政
府
に
出
さ
れ
、
共
同
利
用
に
よ
る
大
規
模
計
算
環
境
設
置
の
動
き
が
全
国
的
に
活
発
に
な
っ
た
。
当
時
の
常
識
で
は
、
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
価
格
対
性
能
比
は
大
型
に
な
る
ほ
ど
良
く
な
る
、
つ
ま
り
多
数
の
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
す
る
よ
り
、
超
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
共
同
利
用
す
る
形
が
投
資
効
率
は
良
か
っ
た
の
で
、
こ
の
全
国
共
同
利
用
型
計
算
セ
ン
タ
ー
構
想
は
理
に
か
な
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
勧
告
を
受
け
て
、
北
海
道
地
区
で
も
六
六
年
に
計
算
機
学
術
利
用
北
海
道
地
区
協
議
会
が
同
地
区
に

大
型
計
算
機
の
設
置
を
要
望
し
、
翌
六
七
年
四
月
「
北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
置
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
で
の
調
査
結
果
を
基
に
し
て
、
六
八
年
六
月
に
「
北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
セ
ン
タ
ー
発
足
の
準
備
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、
全
国
の
七
大
学
で
も
大
型
計
算
機
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
進
ん
で
い
た
。
最
も
先
行
し
て
い
た
の
は
六
五
年
十
月
に
開
所
し
た
「
東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
っ
た
。

当
時
は
同
セ
ン
タ
ー
が
国
内
で
唯
一
の
全
国
共
同
利
用
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
海
道
大
学
の
研
究
者
が
利

用
す
る
場
合
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
カ
ー
ド
や
テ
ー
プ
を
郵
送
し
、
計
算
結
果
を
送
り
返
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
で

計
算
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
六
九
年
に
東
北
大
学
、
京
都
大
学
、
九
州
大
学
、
大
阪
大
学
の
各
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
、
研
究
者
が
使
え
る
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
増
え
て
い
っ
た
。
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北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
正
式
に
発
足
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
四
月
十
七
日
で
あ
り
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
た
七
大
学
中
六
番
目
で
あ
っ
た
。
発
足
当
時
に
導
入
さ
れ
た
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
、
富
士
通
製
のFA

C
O

M
２３０

―６０

シ
ス
テ
ム（２

C
PU

構
成
、
主
記
憶
容
量１６０

K
W

,７２０
K

バ
イ
ト
相
当
）
で
あ
っ
た
。
実
際
の
計
算
サ
ー
ビ
ス
も
同
年
六
月
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

以
降
現
在
ま
で
北
海
道
大
学
の
み
な
ら
ず
道
内
外
の
研
究
者
に
対
し
て
研
究
用
計
算
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

三

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
は
一
九
七
〇
年
にFA

C
O

M
２３０

―６０

シ
ス
テ
ム
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
以
来
、
常
に
増
加
す
る
研
究
目
的

の
計
算
処
理
に
応
え
る
べ
く
数
年
単
位
で
機
種
更
新
を
行
っ
て
き
た
。
主
要
な
導
入
機
種
に
つ
い
て
表
２－

１
に
ま
と
め
て
み
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
数
年
ご
と
に
更
新
を
行
い
、
常
に
最
先
端
の
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
続

け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
構
成
に
は
何
度
か
の
大
き
な
転
換
点
が
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
発
足
時
、
富
士
通
のFA

C
O

M
２３０

シ
リ
ー
ズ
機
を
導
入
し
、
更
新
時
に
も
そ
の
後
継
機
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
の
更
新
時
に
日
立
のH

IT
A

C
M

シ
リ
ー

ズ
機
に
変
更
と
な
っ
た
。
当
時
七
大
学
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
で
主
力
計
算
機
の
製
造
メ
ー
カ
が
切
り
替
わ
っ
た
例
は
な
く
、
新
聞

記
事
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
話
題
と
な
っ
た
。FA

C
O

M
２３０

シ
リ
ー
ズ
か
らH

IT
A

C
M

シ
リ
ー
ズ
へ
の
切
り
替
え
は
、
利
用
者
か
ら

見
る
とO

S

や
開
発
環
境
が
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
相
当
の
環
境
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
、
富
士
通
独
自
のO

S

に
よ
る
一
括
バ
ッ
チ
処
理
が
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、H

IT
A

C
M

シ
リ
ー
ズ
のO

S

は
当
時
の
世

界
標
準
で
あ
るIB

M

社
製
のO

S

と
互
換
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
形
態
も
オ
ン
ラ
イ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
のT

SS

（
時
分
割
処
理
）
が

標
準
で
あ
っ
た
。O

S

がIB
M

社
互
換
に
な
っ
た
こ
と
は
、
欧
米
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
の
交
換
が
や
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
、
そ
の
後
の
国
際
的
な
研
究
連
携
に
繋
が
っ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
大
き
な
変
化
は
、
一
九
八
六
年
のH

IT
A

C
S

―８１０
／１０

の
導
入
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
時
代
の
幕
開
け
で
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あ
る
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
科
学
技
術
計
算

の
処
理
能
力
が
桁
違
い
に
大
き
な
特
殊
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
り
、
米
国
のC

L
A

Y

社
が
七
八
年
に
実
用
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
海
道

大
学
で
はH

IT
A

C
S

―８１０
／１０

の
導
入
に
始
ま
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
国
内
最
高
水
準
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
を
行
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
は
ベ
ク
ト
ル
型
と
並
列
型
が
あ
る
。
八

六
〜
九
七
年
の
間
の
主
力
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
あ
っ
たS

―８１０
,

S

―８２０
,

S

―３８００

は
ベ
ク
ト
ル
型

で
あ
っ
た
が
、
九
八
年
に
導
入
さ
れ
たSR８０００

は

３２
C

PU

の
並
列
型
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
は
最
新
鋭

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
学
術
研
究
用
に
供
す

る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
技
術
動
向
と
利
用
者

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
計
算
環
境
を
提

供
し
続
け
て
き
た
と
言
え
る
。

オペレーティングシステム

MONITOR―V

MONITOR―VII

VOS３（IBM系）
VOS３

VOS３
VOS３

VOS３
VOS３

VOS３
VOS３／ES

VOS３／AS

VOS３／ES

VOS３／AS

VOS３／AS

HI―OSF／１―MJ（UNIX）
VOS３／AS

HI―OSF／１―MJ（UNIX）
VOS３／FS

Solaris２．５（UNIX）

HI―UX/MPP（UNIX）
HI―UX１１．０（UNIX）

主記憶容量

１６０KW

７６８KW

１２MB，８MB

６MB

２４MB×２
１６MB

１２８MB

１２８MB

１２８MB

１９２MB

２５６MB

１９２MB

２５６MB

２５６MB

２GB

２５６MB

２GB

２５６MB

２GB

３２０GB

２４GB

処理能力

０．７MIPS×２

４MIPS

１２MIPS×２
４MIPS

１６MIPS×２
１２MIPS

３１５MFLOPS

３５MIPS

３１５MFLOPS

３５MIPS×２

３GFLOPS

３５MIPS×２

３GFLOPS

６０MIPS×２

８GFLOPS×３
６０MIPS×２

８GFLOS×３
８０MIPS

１５SPECfp９５×８

２５６GFLOPS

３１．６GFLOPS

システム名

FACOM２３０―６０

FACOM２３０―７５

HITAC M―２００H×２
HITAC M―１８０

HITAC M―２８０H×２
HITAC M―２００H

HITAC S―８１０／１０
HITAC M―６８０H

HITAC S―８１０／１０
HITAC M―６８２H

HITAC S―８２０／８０
HITAC M―６８２H

HITAC S―８２０／８０
HITAC M―８８０／２１０

HITAC S―３８００／３８０
HIITAC M―８８０／２１０

HITACH S―３８００／３８０
HITACHI MP―５８００／１６０
SUN Ultra Enterprise４０００

HITACHI SR８０００
HP Exemplar V２５００

年

１９７０

１９７４

１９８０

１９８３

１９８６

１９８７

１９８９

１９９３

１９９５

１９９８

２０００

表２－１ 大型計算機センター導入機種一覧
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四

学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

北
海
道
大
学
の
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
視
点
で
振
り
返
っ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
は
計

算
処
理
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
複
合
体
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
に
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
がH

IT
A

C

M

シ
リ
ー
ズ
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、T

SS

端
末
を
用
い
る
遠
隔
利
用
が
普
通
の
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
内
の
先

進
的
な
研
究
室
で
は
自
分
の
部
屋
に
セ
ン
タ
ー
のT

SS

端
末
を
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
学
内
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
対
す
る
欲
求
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
以
外
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
使
い
た
い
と
い
う
要
求
も
あ
っ
た
。
八
一
年
、
七
大
学
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
はN１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
呼
ば
れ
る
セ
ン
タ
ー
群
の
独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
全
国
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
遠
隔
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
海
道
大
学
で
全
国
規
模
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
のN１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。N１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
の
後
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
現
国

立
情
報
学
研
究
所
）
が
運
営
す
る
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
通
称SIN

E
T

に
主
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
を
譲
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
のSIN

E
T

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
海
道
大
学
の
学
術
情
報
環
境
が
最
も
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
に
学
内L

A
N

で
あ
るH

IN
E

S

（H
okkaido

U
niver-

sity
Inform

ation
N

etw
ork

System

）
が
稼
動
し
た
時
で
あ
る
。H

IN
E

S

に
つ
い
て
は
別
章
で
詳
し
く
書
か
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡

単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
が
、H

IN
E

S

以
前
と
以
後
で
は
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
念
が
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
、
共
同
利
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
建
物
へ
行
く
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は
計
算
機
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
九
一
年
度
にH

I-

N
E

S

第
三
期
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
で
、
学
内
の
全
て
の
研
究
室
に
お
い
て
最
低
限
度
の
コ
ス
ト
で１０

M
bps

級
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
接
続
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
利
用
者
か
ら
見
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
実
際
に
使
っ
て
い
る
の
が
巨
大
な
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ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
、
目
の
前
に
あ
る
端
末
は
普
通
の
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
全
て
の
情
報
が
デ
ス
ク
上

の
パ
ソ
コ
ン
を
経
由
し
て
や
り
取
り
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
変
化
は
そ
の
後
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
利
用
形
態
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
学
生
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
更
に
は
研
究
の
ス
タ
イ
ル

ま
で
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章

入
学
試
験
制
度

第
一
節

一
九
七
八
年
ま
で
の
北
海
道
大
学
の
入
学
試
験

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
教
育
制
度
が
新
し
く
変
え
ら
れ
る
中
、
一
九
四
九
年
か
ら
新
制
大
学
入
学
試
験
が
北
海
道
大

学
で
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
学
試
験
科
目
は
五
教
科
と
し
、
当
初
募
集
枠
は
文
科
、
理
科
、
水
産
科
の
三
単
位
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
募
集
枠
の
名
称
は
五
〇
年
か
ら
文
類
、
理
類
、
水
産
学
部
に
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
五
五
年
度
か
ら
文
類
、
理
類
（
甲
、
乙
）、

水
産
類
と
さ
れ
た
。
五
七
年
か
ら
理
類
乙
が
医
学
進
学
課
程
（
以
下
、
医
進
と
略
）
に
名
称
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
交
通

事
情
も
勘
案
し
て
五
一
年
か
ら
六
五
年
ま
で
は
東
京
に
も
試
験
場
を
置
き
、
札
幌
、
函
館
、
と
三
試
験
地
を
擁
し
て
い
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
所
謂
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
世
代
の
登
場
と
、
進
学
率
の
上
昇
に
呼
応
し
て
募
集
人
員
（
入
学
定
員
）
が
急
増

す
る
。
六
一
年
の
「
北
海
道
大
学
入
学
志
願
者
心
得
」（「
募
集
要
項
」
の
前
身
）
に
よ
る
と
、
文
類
二
七
〇
名
、
理
類
八
一
〇
名
、
水

産
一
九
〇
名
、
医
進
八
〇
名
の
総
計
一
三
五
〇
名
だ
っ
た
も
の
が
、
六
八
年
に
は
文
類
五
〇
〇
名
、
理
類
一
二
一
〇
名
、
水
産
二
一
五
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